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報道関係者 各位 

 

 

平成27年 障害者雇用状況の集計結果 
 

「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、事業主に対し常時雇用する従業員の一定割合

以上の障害者の雇用を義務づけており、群馬労働局（局長 内田昭宏）においては、法定雇用

率未達成の企業・公的機関等に対し雇用率達成指導を強力に推進するとともに、同法に基づき、

対象となる県内の企業・公的機関等から６月１日現在における障害者の雇用状況についての報

告を求めています。 

今般、この「障害者雇用状況」に関する平成27年の集計結果をとりまとめましたので、公表

します。 

 

 

 

《集計結果のポイント》 
 

【民間企業（法定雇用率 2.0 ％）】（対象企業数：1,333社） 
 

〇 法定雇用率を満たす企業の増加に伴い、雇用障害者数が 4,479．5人（前年の 4，368.0

人から 111.5人 増加）、実雇用率が 1.80 ％（前年 1.79 ％ から 0.01ポイント上昇）

と、いずれも過去最高を更新したが、全国順位は低下。 
 
※  実雇用率の全国順位は46位。（前年33位） 

全国平均の実雇用率は 1.88 ％（前年 1.82 ％）と、前年から0.06ポイント上昇。 
 
 

〇 法定雇用率達成企業の割合は、前年（ 51.6 ％ ）を 0.7 ポイント上回る 52.3 ％

となった。 
 

※ 全国平均は 47.2 ％で、全国順位は 30位 となった。（前年 23位） 
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【公的機関】 
 

〇 群馬県（対象機関数：４機関） 
 

群馬県の実雇用率は 2.43 ％（前年 2.46 ％）と法定雇用率（ 2.3 ％）を上回った。 
 
 

〇 市町村（対象機関数：34市町村） 
 

市町村全体の実雇用率は 2.36 ％（前年 2.34 ％）と、法定雇用率（ 2.3 ％）を 

    上回った。 

２機関で法定雇用率が未達成であった。 
 
 

〇 教育委員会（対象機関数：７教育委員会） 
 

群馬県教育委員会の実雇用率は 2.21 ％（前年 2.18 ％）と、法定雇用率（ 2.2 ％）

を上回った。 

市町村の教育委員会全体の実雇用率は 2.46 ％（前年 2.37 ％）で、全ての教育委

員会で法定雇用率（ 2.2 ％又は 2.3 ％）を上回った。 
 
 
 【独立行政法人（法定雇用率 2.3 ％）】 
 

〇 独立行政法人（対象機関数：３機関） 
   

独立行政法人全体の実雇用率は 2.21 ％（前年 1.93 ％）となった。 

なお、各法人ごとの不足数は０人(１人未満)であり、全ての独立行政法人において

法定雇用率は達成している状況にある。 
 
 

（注） 雇用障害者数については、重度身体障害者又は重度知的障害者（いずれも短時間労働者以外）につい

ては、その１人の雇用をもって２人分としてカウントされる。 

また、重度身体障害者又は重度知的障害者である短時間労働者（１週間の所定労働時間が20時間以

上30時間未満）については１人分として、身体障害者（重度以外）、知的障害者（重度以外）又は精

神障害者である短時間労働者については0.5人分としてカウントされる。 

 
 
 

 《今後の取組み》 
  
   群馬県下の障害者雇用は、企業の理解及び取組が徐々に進んできており、雇用障害者 

   数及び実雇用率が過去最高となったが、いまだ全国の障害者雇用の進展に比較すると十 

   分でない状況にあると認識。 

    このため、群馬労働局としては、法定雇用率が未達成の個別事業所に対する指導をさら 

 に徹底するとともに、実雇用率のアップに向けて、雇入れが必ずしも十分に進んでいない  

 精神障害者の雇用の促進を図るための大規模なフォーラムを新たに開催するなど、各般の 

 取組を強力に推進することとしている。 




























